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関内地区都市景観形成ガイドラインの概要について 

 
１ 関内都市景観検討会 

(1) 設置の目的 
 景観法及び魅力ある都市景観の創造に関する条例などの制度を活用した景観ルールを

専門家や地域の意見を聴きながら策定するため。 
(2) 検討委員会の構成 
 裏面参照 
(3) 検討の経緯 

日 時 主な検討事項 
第１回 H17.12.3 関内の現状と課題について 
第２回 H18.1.11 関内の景観形成の方向性について 

第３回 H18.2.15 景観ルールの骨子（方針と行為指針）案について 

第４回 H18.3. 7 景観ルールの素案（市街地環境設計制度の景観に関す

る指針）について 
第５回 H18.6.13 平成１７年度からの継続検討事項について 

（ゆとりある歩行者空間の形成等） 
第６回 H18.8.9 ガイドライン案について 

 
２ 関内地区都市景観形成ガイドラインの構成 
（１） 関内地区全体に関するガイドライン 
   ・４つの方針を踏まえた１０の行為指針により構成 
   （景観形成の方針） 

１ 分かりやすく、奥行きと賑わいのある界隈を巡り歩いて楽しめる街をつくる 
２ 開港の歴史や文化の蓄積を活かしながら新しい文化を生み出す街を創る 
３ 関内地区の街並みの特徴を生かし、ミナト横濱を感じる眺望が楽しめる街を創る 
４ 多様な都市機能がコンパクトに複合する、活力ある街を創る 

   （行為指針） 

    １ ゆとりある歩行者空間を連続的に形成する。 

    ２ 通りの低層部を設えを工夫して、連続性のある賑わいを創出する 

    ３ 人々に交流を促す快適な広場状空地を創出する 

    ４ 緑化や水際の活用により、まちに潤いを創出する 

    ５ 関内地区の街並みの特徴を生かす 

    ６ ミナト横濱の歴史を大切にし、関内地区の魅力・個性を伸ばす 

    ７ 中層、高層の建築物は、デザインを工夫し、魅力ある街並みを形成する 

    ８ 港や丘などから眺望景観が魅力的となるよう工夫する 

    ９ 関内地区の新しい魅力を創造する 

    １０ 秩序ある広告景観を形成する  



 
（２） 地区別ガイドライン 
    地区別の個性を生かした景観形成を図るため、地区別ガイドラインを策定 
    （地区別ガイドライン） 

    １ 山下町地区ガイドライン（山下公園通りゾーン、中華街ゾーンほか） 
    ２ 馬車道地区ガイドライン 
    ３ 日本大通地区ガイドライン 
    ４ 市庁舎前面地区ガイドライン 
 
３ 今後の手続きについて（予定） 
 H18.12   景観計画及び都市景観条例に基づく案の確定 
       都市美対策審議会（事前説明） 
 H19.1～5  説明会、素案縦覧、公聴会等手続き 
 H19.6   都市美対策審議会 
       都市計画審議会 
 H19.8   景観計画、都市景観協議地区の告示 
 H19.9   景観法に基づく委任部分に関する条例改正 
 H19.11   ガイドライン運用 
 
 
 
関内都市景観検討会委員名簿 

氏   名 所    属 
岩 村 和 夫 武蔵工業大学環境情報学部教授/横浜市都市美対策審議会会長 
鈴 木 伸 治 横浜市立大学国際総合科学部準教授 

桜 井 悦 子 横濱ジェントルタウン倶楽部理事/（有）悦計画室代表取締役 
柳 沢   厚 （株）Ｃ-まち計画室代表/横浜国立大学講師 
嶋 田 昌 子 ＮＰＯ法人横浜シティガイド協会副会長 

井 上 圓 三 中区関内地区連合町内会（相生町町内会会長） 

中 島 侑 三 中区第 2地区連合町内会（山下町町内会副会長） 
六 川 勝 仁 馬車道商店街協同組合副理事長 

小 島 芳 照 横浜中華街発展会協同組合副理事長 

鈴 木 知 明 山下公園通り会事務局長 

池 田   翼 関内を愛する会理事長 

石 田   正 横浜商工会議所経済政策部都市政策担当部長 

近 澤 弘 明 社団法人横浜中法人会会長 

米 澤 榮 三 横浜市建築事務所協会会長 

西 山   曠 社団法人神奈川県宅地建物取引業協会副会長 

加 瀬   泰 公 募 委 員 

篠 崎 次 男 公 募 委 員 

三 好 祥 子 公 募 委 員 

米 澤 正 巳 公 募 委 員 

 












































































































